














Significance of the 1905 Third Arts Education Conference on 
Advancement of Rhythmical Gymnastics Movement 





 (1) ドイツにおける新教育運動の興隆 
 (2) 芸術教育運動と第1回・第2回芸術教育会議の開催 
4. 第3回芸術教育会議の実際 
 (1) プログラム構成 
 (2)  第3回芸術会議に見る新体操的理念の主張－体操と音楽と美の融合を
求めて－ 









































































ら（松尾, 2010, p.8）、シュピースは「規律と秩序（Zucht und Ordnung）」による陶
冶を教育の本質的課題と考え、集団秩序体操を重んじた（木村, 1989, p.92）。シュピ
ースの理論と実践は、学校と社会の体育に徐々に浸透していき、彼の弟子であるマウ


















































った（A. リヒトヴァルク・岡本訳, 1985, p.17）。 
 
















 芸術教育運動は、先ず 1896 年のハンブルクにおける「芸術教育保護の為の教員集











に継承されていった（A.リヒトヴァルク・岡本訳, 1985, p.35）。 





































 さらに彼は、第 3 回芸術教育会議のテーマの一つである「体操（Gymnastik）」に




































的としていた（Lichtwark, 1906, p.25-26）。 





































（Kunsterziehung R. Voigtländer Verlag in Leipzig, 1906, p.10.より作成。） 
 
 音楽専門分野の代表者は、M. フィードラー、A. ニキッシュ、P. シャルヴェンカ、
J. ヨアヒム、W.K. ヴュムバッハ、J. シュペンゲル、F. シュタインバッハの 7 名で
あった。一方体操の専門分野の委員は、K. ミュラー、H. フリッケ、D. リュール、
H. ハーン、F.A. シュミットの5名であった。 










































































午前 9:00- 1 音楽と体操 A・リヒトヴァーグ:ハンブルク
2 家庭での音楽育成 R・バトカ:プラハ



















































 (2) 第3回芸術教育会議に見る新体操的理念の主張-体操と音楽と美の融合を求めて- 











































































































校の生徒たちによって行われた（作者不明, 1906, pp.117-119）。 
 







委員会のメンバーであったL. パラートは、後に雑誌「ドイツ学校改革（Die deutsche 



































































を開催し、その中心的な役割を果たしたのがA. リヒトヴァルクであった。第 1 回
芸術教育会議は、1901年にドレスデンで「造形芸術」を、第2回会議は、1903年
にワイマールで「母国語と詩」をテーマに開催された。 






























○Tervooren, H（1987）Die rhythmisch-musikalische Erziehung im ersten Drittel unseres 




○ Diem,L (1991) Die Gymnastikbewegung, ein Beitrag zur Entwicklung des 










 (5) Lichtwark,Alfred（1852-1914）はドイツの美術史家である。1886 年新設のハンブルク美術
館長に就任し、同年「ハンブルク芸術友の会」（die Gesellschaft Hamburger Kunstfreunde）を、
1896 年には「学校における芸術教育育成のためのハンブルク教員連盟（die Hamburger 
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